
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東大和市の“今”を伝えたい・・・ 
市議会議員  

 和地ひとみレポート 

２０１３年２月１７日 

№72 

 第５回 タウンミーティング市長と語ろう会 

テーマは『観光事業に期待すること』。市民の意見は？ 
■東大和市の観光事業とは 

…２月 16 日（土）に全 2 回のうちの 1 回目が開催され
た市長と語ろう会タウンミーティングのテーマは『観光
事業に期待すること』。（次回は 2 月 19 日（火）１９時
より中央公民館２F 視聴覚室）  

…会のはじめに市長より観光事業に関する考え方が述
べられました。いわゆる観光地ではない東大和市が考え
る観光事業とは、その目的を地域活性化、地域振興とし、
“地域に根差した生活・文化や人そのもの”を魅力的な
観光資源と捉えていること。また、新たな視点で地域の
魅力を創造し、市民協働により観光を推進し『また来た
いと思ってもらえる町』にしていくことで、交流人口の
拡大を目指し、経済効果もあるような事業を目指してい
ることと語られました。また、その進め方については、
現状は行政が主導しているが、全国的にみても行政主導
では新たな発想が出てくることも難しく、上手く行って
いる例はないので、発想を広げるためにも市民とともに
行っていくことが重要だという考えも述べられました。 

…次に所管している産業振興課より平成 24 年度に実施
した主な観光事業について説明がありました。  

 

【H２４年度に実施した主な観光事業】  
■市のホームページに市内３ヶ所の桜の開花情報を掲載  
 

■第１回東大和市グルメコンテスト“うまかんべぇ～祭”開催  
⇒来場者数約２万人。選ばれたご当地グルメ候補３品は市
内７店舗で販売中。  
 

■まちフォトコンテスト 
⇒応募作品１３６点。市役所ロビーにて２月 18 日（月）～22
日（金）まで展示。7 月まではホームページからのリンクで閲
覧可能。 
 

■スイーツウォーキング開催  
⇒市内１３店舗が協力。こだわり商品を味見しながらのウォ
ーキング。参加者３５０人  
 

■観光ボランティアガイド養成講座  

【プロフィール】１９７０年 東京都北区生まれ。／父の転勤で１歳から群馬県で育つ。幼稚園からカギっ子。リーダーシップ
を発揮し、小学校で児童会長、中学校でも生徒会長を務める。大好きな音楽を究めようと武蔵野音楽大学に進学、卒業。／卒業後は
群馬の山奥の小学校で臨時教諭として担任を２年勤め、新しい試みで授業を活性化させ「元気印の先生」として保護者・生徒から親
しまれた。／「学校」の外の一般社会で挑戦しようとベンチャー企業の(株)シートゥーネットワーク（※スーパーマーケットを経営。
店頭公開から一部上場、外資系企業に転換）に社長秘書として入社。のち店舗現場に異動、同社で初の女性店長となる。その後、人
材開発部長を拝命。／『人を活かす』経営を学ぶため一念発起しカナダに留学。外から見た日本の将来に、漠然とした不安感じる。
帰国後もベンチャー企業を選び不動産投資会社に勤務。／同じビジネス界出身の加藤公一代議士との出会いに触発され、政治への道
を志して２０１０年末に退社。現在、新人東大和市議会議員として、日々、奮闘中。 

 ■ 連絡先  和地 ひとみ事務所   HP：http://www.wachi1103.jp 

wachi_hitomi@cocoa.ocn.ne.jp 【電話・ＦＡＸ】 ０４２－５１６－８５４６  

〒207-0005 東大和市高木３－２７４－２－１０２   

 

東大和市 市議会議員 

和地 ひとみ 

市政、議会について「自然体」「ざっくばらん」にレポート 

「身近なようで知らなかった市政、議会。伝えることがスタートだと思います。」 

■市民の意見とアイデアを 

どう活かすか 

…第１回の当日は約 35名の参加者があり、様々な意見、
アイデアが出されました。空堀川の遊歩道にトイレ、休
憩所が必要、駅前の観光案内地図に工夫を、市内の標識
などがボロボロだから綺麗にすべき、計画されている観
光マップは距離のわかるものに、モニュメントや戦争遺
跡などを活用すべき等、具体的なアイデアが出る一方
で、事業の進め方についての根本的な意見もでました。 

…観光事業は産業振興課に担当者を置いていますが、今
年開催される国体、市の遺産などを展示する郷土博物館
は社会教育部が担当。また、郷土を知ることで愛着を持
ってもらう学校教育は教育委員会と、観光事業は様々な
事業、部署と関連のあるもの。しかし、現在は縦割りで
それぞれがキャラクターを作り、広報するなど事業推進
の効率や進行が遅れているという問題があるのではな
いかという意見がありました。観光事業を推進するので
あれば、特別プロジェクトとし全体をまとめる司令塔が
必要ではないかという意見は、一般の事業の進め方とし
ては当然のことと思います。この件についての市長の考
えは、確かに統一も必要と考える部分もあるが、まとめ
ることで広がりがなくなると考え、時間がかかっても
様々な取り組みを行うことで、これぞ！というものを決
めていくべきということでした。  
 

■市の『事業』とは 

…和地ひとみは他の事業についての一般質問で市の事
業に関する概念を確認したことがあります。予算をかけ
て実施する事業には目的、目標があり、それに対する結
果を検証することで改善や工夫が生まれると考えます
が、そういうものが曖昧なものも市の事業にはありま
す。観光事業を市民が喜ぶ事業にするには、関連部署を
取りまとめ、効果を検証するという「事業を行ううえで
の当然の進め方」が必要です。タウンミーティングで出
た市民の意見をどう活かすかが重要だと考えます。  


